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１.組織の概要と対象範囲



２.環境経営方針

1 ．

2 ．

3 ．

4 ．

5 ．

6 ．地域の環境活動に積極的に参加する。

Ⅱ．

Ⅲ．　

制定日：2022年11月18日

この環境経営方針、活動実績等は職場に掲示して全従業員に周知します。

　代表取締役  渡邊　俊一郎

ペーパレス化を推進し、コピー使用枚数の削減に努める。

電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の低減に努める。

環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

顧客へ環境に配慮した構造・設備・商品の提案に努める。

水使用量を減らし、水資源の保全に努める。

　　具体的に次のことに取り組みます。

株式会社　福光組

環 境 経 営 方 針

 総合建築業者として、「お客様の満足を第一義とし、喜び・安らぎ・ゆとりある快適な暮らし
を提案し、豊かな地域社会の発展に貢献する。」との経営理念のもと、全社一丸となって、環
境関連法規制を順守し、環境に配慮した提案・設計・施工・経営に自主的・積極的に取り組
み、インフラ整備や建築を通じて住みやすい地域社会作りに貢献します。

建設資材の省資源、廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）の推進に努める。

Ⅰ．行　動　指　針



３.実施体制及び役割 竹口 隆作成者：
2022年12月2日作成日：

代表者

社長

環境管理
責任者 環境事務局

総務部竹口 隆

安全衛生委員会

経営会議
メンバー

総務部リフォーム部建築部土木部

部長部長部長部長

工事現場
責任者

工事現場
責任者

工事現場
責任者

下請等
協力会社

下請等
協力会社

下請等
協力会社

担　当 役      割
・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認
・環境管理責任者(総務部長)の補佐として
・各種実績の集計、資料作成
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成　公開
・環境経営に対する意見具申
・活動計画活動方法手段について、アイデア助言
・方針,目標,計画,報告,レポート等を経営会議で最終決定する
・各部間の調整
・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・工事現場におけるＥＡ２１の実施 (下請等協力会社への取組要請)
・工事現場に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・工事現場における環境負荷低減活動の実施及び緊急事態対応
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

工事現場責任者

全従業員

代表者
（社 長）

環境管理責任者
(総務部長)

環境事務局
(総務部)

安全衛生委員会

経営会議
(役員・部長)

部 長



４.環境経営目標

◎環境経営方針に伴う環境負荷軽減の為の環境経営目標は次表の通りです。

・工事現場の電力・ガソリン・軽油・産業廃棄物は、目標値を設定したが、その年々の
現場の状況工期等で比較困難なため、活動内容を重視する。

◇電力の二酸化炭素排出係数は、事務所は、富山電力の0.473kg-CO2/kWh、現場は、
北陸電力の0.489kg-CO2/kWhとしています。



５.環境経営計画

作成日：2022年12月22日

改訂日：2023年 1月23日

実施項目目的項目

・空調温度の適正化（冷房２８℃ 暖房２０℃）

電力使用量の削減

二酸化炭素排出量の削減

・エアコンの、こまめなON,OFFの実施

・不必要な照明の消灯

・周知徹底のため、スイッチ類のそばに節電案内表示

・自用太陽光発電システム設置

＊中期計画

・LED証明への切り替え

・省エネ冷蔵庫への買い替え

・エコドライブ設定と燃費の良いスピードでの運転に心掛け

軽油・ガソリン使用量の削減

・現場までの経路を最短にして運転

・アイドリングストップ・急加速・急停車の防止

・冷房の控え目使用

＊2021.12月ホイルローダと4ｔダンプを低燃費型に乗換済

・空調温度の適正化（冷房２８℃ 暖房２０℃）

灯油使用量の削減 ・ストーブの、こまめなON,OFFの実施

・ウォームビズの実施

・分別の徹底

一般廃棄物の削減

廃棄物廃棄量の削減

・機密書類のリサイクル持出

・帳票見直しによる印刷物の削減

・使用済コピー用紙のリサイクル化

＊中期計画

・ペーパレス化の推進

・混在廃棄物の削減のため素材別ボックスの設置

産業廃棄物の削減 ・安全パトロール確認事項に「一般ごみ資源ゴミの

分別状況」の項目追加しチェック強化

・節水ポスターを掲示し節水意識を高める上水道使用量の削減水使用量の削減

・月一回、地域のボランティア活動として、道路等の清掃を継続
その他の環境活動

・環境に配慮した構造・設備・商品の提案に努める



６.環境活動の実績と評価①



６.環境活動の実績と評価②

その年の現場の状況にもよりますが、ペーパレス化に取り組んだこ
とが結果として前年比12.3%減となりました。まだまだペーパレス化
が可能なものがあるので引き続き進めていきます。

その他
・ボランティア活動は、道路清掃や花見シーズンの河川敷清掃を
年間スケジュールの通りに行うことができました。

・環境に配慮した、構造・設備・商品の提案については、所々で
行っているものの、組織として取り組み方法が確立されていな
いので、今後の課題とします。



７.建設業に関わる主な関連法規



８.代表者による全体の評価と見直し

◎2024年からの環境経営目標は2023年を基準年として次表の通り見直します。

・その年の現場次第で比較も難しく、単純に削減できない項目も
多いのですが、エコアクション21取組の初年度で社員の環境に
対する意識も高まり、細かなことも含め様々なことに取り組ん
できました。

・太陽光発電システムの設置や照明のLED化を検討計画しましたが、
実施まで行けず、今後引き続き進めていきます。

・電力会社の変更のため排出係数が大幅に増えましたが、新しい
電力会社は、地元で官民挙げて取り組んでいる会社で、今後
カーボンニュートラル電力の調達に向け取り組んでいることから、
引き続き利用させていただきます。

[2023年総括]

2024年3月8日
代表取締役 渡邊 俊一郎


